
〔アフガニスタンのトルコ系イスラム王朝〕 ９ ２０００年紀のインド
【 朝】（ ９９８〜１１８６） 分裂時代 ラージプト族の

【 朝】（１１４８〜１２１５） ヒンドゥー小王国の分立

北インドに侵入し支配 ・ １２０６ デリー＝ スルタン朝 イスラム化
武将が自立 首都 中心に北インドを支配したイスラム征服王朝

① 王朝 建国者 君主はスルタンの称号 南インドのヒンドゥー教国

インド史上初の 王朝 ヴィジャナガル王国繁栄
〔ヨーロッパの進出〕 ②ハルジー朝③トゥグルク朝④サイイッド朝 トルコ系 （１３３６〜１６４９） 海上貿易

⑤ロディー朝 アフガン系
１４９８ ヴァスコ＝ ダ＝ ガマ １５００

到達 １５２６ ムガル帝国
ポルトガル進出 インド貿易独占 ティムール（モンゴル）の子孫と称す

１５１０ の占領 〜３０①バーブル 中央アジアより南下し北インド征服 首都

１５２６ パーニーパットの戦いでロディー朝軍を破る 《宗教対立》 征服者 教徒

１６ １５４２〜 インド人 教徒

世③アクバル１６０５ 北インド，デカン高原を支配

紀 実質的な帝国建設者 首都 へ

後 中央集権的官僚統治機構を整備 《美術》 絵画 宮廷画

半 全盛期 ヒンドゥー教徒への和解策 ・ の廃止 絵画 庶民的

１６００
オランダの進出 セイロン占領 １６２８⑤シャー＝ ジャハーン 首都 へ

〜５８ ・ 廟の建設（インド＝ イスラム文化の代表建築）

１６５８〜
イギリスの進出 フランスの進出 １７⑥アウラングゼーブ１７０７ 全インドを統一し最大領域 インド史上２度目の統一国家

① ① 世 ザミンダールの配置

③ ② 紀 イスラム教の強制 ・ 非イスラム教徒への抑圧

② 後 の復活，ヒンドゥー寺院の破壊

半 各地に反乱続発，地方政権の自立 １７００
英仏植民地戦争 以後，衰退へ
（第２次百年戦争）

分裂状態へ 地方政権 ベンガル地方〕 ベンガル大守の支配

パンジャブ地方〕 教徒の国 が開祖

デカン高原〕 同盟
１７５７ 英領インド植民地 土侯（地方長官が自立して地方君主となったもの）

１７５７ の戦い 書記 の活躍

地方の徴税権獲得 マイソール戦争（１７６７〜９２）
東インド会社による統治 南インド征服

★ 制をしく １８１５ ウィーン会議で 獲得 戦争 （１７７５〜１８１８） １８００

１８１３ 東インド会社の デカン高原征服 ネパール戦争（１８１４

１８３３ 東インド会社の ・ インドの木綿工業の崩壊，農村の疲弊 〜１６

★背景・影響 イギリス木綿工業の製品市場・原料供給地
１８５７ ★意義 戦争（４５〜４９）

一時デリーを占領 １９世紀半ば 全インドの征服完了 パンジャブ征服 滅亡
１８５８ 本国政府による直接統治 ① 会社の解散 １８５８

② 皇帝の廃位
１８７７ インド帝国の成立 皇帝に 大英帝国の繁栄とインド的貧困
１８８６ 全 を征服しインド帝国に併合（ビルマ戦争）

１８８５ の結成 １９００
英植民地支配 ・・ インドの反英闘争 親英団体・ 反英 インド民族運動

１９０５ の発布 総督カーゾン １９０６ 国民会議派の 大会 指導者 文学者 タゴール

１９０６ の結成 ４綱領 ① （国産品愛用）③

教徒の親英的政治団体 ② （自治） ④

１９１４〜１８ 第１次世界大戦

インド人の協力を得るため自治を約束 民族資本が成長し， 民族運動の推進力となる

１９１９ 法 民族運動の弾圧法令 １９１９〜２２ 運動（第１次）

１９１９ インド統治法 自治は形式的 指導者 サティヤグラハ思想

１９１９ アムリットサル事件 シク教徒を虐殺 １９２９ 国民会議派 大会 （完全独立）を決議

１９３０〜３４ 非暴力不服従運動の高揚 が会議派議長として指導者になる

１９３５ 法 限定的自治を認める １９３０ 会議 ガンディーは合意を拒否

１９３９〜４５ 第２次世界大戦

インド・パキスタン分離独立
１９４７ パキスタン １９４７ インド共和国
全インド＝ ムスリム連盟は分離独立主張 １９４７．８ インド連邦の成立 英連邦内の自治領として分離独立 国民会議派が政権

指導者 １９４８．１ 暗殺 首相

１９４７．８ 英連邦内の自治領として分離独立 １９５０．１ インド共和国の成立 新憲法を発布し連邦内の共和国となる


